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今
か
ら
約
八
十
年
前
、

ま
だ
精
道
村(
現･

芦
屋

市)

に
村
営
の
上
水
道

施
設
が
な
い
頃
、
渇
水

期
な
ど
に
備
え
て
、
各

家
庭
で
は
飲
料
水
用
の
井
戸
を
掘
っ
た
り

川
な
ど
か
ら
水
を
引
く
用
水
路
や
溜
池
を

造
り
農
業
用
水
を
確
保
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
年
々
枯
渇
は
深
刻
な
問
題
と

な
り
、
ま
た
近
郊
住
宅
地
と
し
て
人
口
の

増
加
に
伴
っ
て
、
保
有
す
る
水
量
の
減
量

に
追
い
打
ち
を
か
け
ま
し
た
。
特
に
山
麓

部
で
は
そ
の
問
題
は
大
き
く
、
村
の
中
で

組
合
を
組
織
し
た
り
、
土
地
開
発
会
社
の

経
営
で
簡
易
水
道
を
建
築
し
そ
の
区
域
に

限
っ
て
給
水
す
る
な
ど
、
努
力
が
払
わ
れ

ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
現
三
条
町
と
三
条
南
町
の
一

部
に
給
水
し
て
い
た
「
三
条
水
道
」
は
、

昭
和
三
年
頃
か
ら
「
三
条
水
道
組
合
」
と

し
て
組
織
運
営
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
三
条
町
の
旧
火
葬
場
の
北
方
に
あ
っ

た
溜
池
か
ら
取
水
し
、
そ
の
南
側
に
浄

水
・
貯
水
施
設(

旧
火
葬
場

駐
車
場
南
端
／
写
真)

を
設

置
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
埋
設
さ
れ
た
本
管(
鉄

管)

か
ら
送
水
さ
れ
、
各
家

庭
に
は
本
管
か
ら
枝
分
か

れ
し
た
支
線
で
配
水
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
三
条
南
町
三
十
六
番
地
付
近
で
は
、
上

流
か
ら
勢
い
よ
く
送
ら
れ
て
き
た
水
が
サ

イ
フ
ォ
ン
の
仕
組
み
で
地
上
約
五
メ
ー
ト

ル
の
貯
水
タ
ン
ク
に
吹
き
上
げ
ら
れ
、
そ

こ
か
ら
三
条
南
町
の
一
部
の
地
域
に
配
水

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
十
三
年
の
阪
神
大
水
害

に
よ
り
、
こ
の
水
道
施
設
も
破
損
し
再
建

さ
れ
ず
、
す
で
に
創
設
さ
れ
て
い
た
村
営

の
上
水
道
に
よ
っ
て
、
各
家
庭
は
給
水
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
戦
後
、
市
は
自
己
水
源
の
新
規
開
発

と
し
て
高
座
川
浄
水
場
を
建

設(

昭
和
三
十
六
年
／
現
在
休

止)

し
、
芦
屋
川
以
西
ほ
か
の

給
水
区
域
の
拡
大
に
努
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十

七
年
七
月
の
集
中
豪
雨
に

よ
っ
て
、
こ
の
浄
水
場
は
機

能
不
能
と
な
り
ま
し
た
。

●
三
条
水
道
に
つ
い
て
は
、
市
内
三
条

町
在
住
の
小
阪
保
氏
・
小
阪
昭
作
氏
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

公民館パソコン講座
【パソコン入門講座】文字入力のできるか
たが対象。ワードの基本操作を学びます。
〈Ｉ－１コース〉
■日時　平成17年１月17日～２月14日(全５
回)月曜日、午前10時～11時50分　■定員　
16人　■会場　市民センター217室　■教材
費　1,500円
〈Ｊ－１コース〉
■日時　１月17日～２月14日(全５回)月曜日
午後１時～２時50分　■定員　16人　■会場
市民センター217室　■教材費　1,500円
〈Ｉ－２コース〉
■日時　１月19日～２月16日(全５回)水曜日
午前10時～11時50分　■定員　16人　■会場
市民センター217室　■教材費　1,500円

【中級のパソコン講座】中級のかた対象。
ワードのいろいろな操作などを学びます。
〈Ｊ－２コース〉
■日時　平成17年１月19日～２月16日(全５
回)水曜日、午後１時～２時50分　■定員　
16人　■会場　市民センター217室　■教材
費　1,500円
〈Ｉ－３コース〉
■日時　１月20日～２月17日(全５回)木曜日
午前10時～11時50分　■定員　16人　■会場
市民センター217室　■教材費　1,500円
〈Ｊ－３コース〉
■日時　１月20日～２月17日(全５回)木曜日
午後１時～２時50分　■定員　16人　■会場
市民センター217室　■教材費　1,500円

問い合わせ　公民館　135-0700
(〒659-0068 業平町8-24)

●申し込み　往復はがきに、講座名・希望コース名(第２希望があれば記入)、住所、
　　　　　　氏名、電話番号、年齢、性別を記入し、平成17年１月６日(木)までに公
　　　　　　民館へ。※16年度Ａ～Ｈコース受講者は、この講座に応募できません。

12月は「大気汚染防止推進月間」＆「地球温暖化防止月間」です。

　冬季には、大気汚染物質の一つである「窒素酸化物」の濃度
が高くなります。この「窒素酸化物」は、家庭や職場で暖房を
したり、自動車を運転するだけでも出るものです。
　特に、都市部では自動車から排出される窒素酸化物が大気汚
染の主な原因になっています。また、大気汚染が関係する地球
環境問題として、地球温暖化の問題もあります。次のことに注
意して、大気汚染の防止や地球温暖化の防止のためにご協力く
ださい。

暖房温度を適正にしましょう
● 暖房は過度にならないよう、20度以下の温度に設定しましょう。

● エアコンやテレビなどの主電源を切り、照明はこまめに消灯しましょう。 (主電源オフ運動)

● 省エネルギーの徹底に努めましょう。

車の使用を自粛しましょう
・自動車の利用を控え、電車やバスなどの公共交通機関を利用し
ましょう。(毎月20日は阪神地域ノーマイカーデーにご協力を)

・駐停車時には、アイドリングをストップしましょう。
　(アイドリング・ストップ運動にご協力を)
・走行速度を守り、空ぶかしや急加速、急発進はやめましょう。
　(自動車公害防止月間運動＜11月～１月＞にご協力を)

～大気汚染の防止にご協力を～

問い合わせ　生活環境部総務課環境保全担当　138-2051

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
制
す
る
だ
け
で
な
く
、

　
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
緑
を
育
て
ま
し
ょ
う
！

環　境

家計簿

実行すれば、こんなに節約できるのですね

●見ていないテレビを切る　１日に１時間短縮すると、１台で

年間約55kwhの節約　●エアコンを消す　１日に１時間短縮す

ると、１台で年間約49kwhの節約　●冷蔵庫は腹３分の１に　

冷蔵庫を適正量(内容積の1/3程度)に保つと、年間で約６kwh

の節約　●掃除機の手入れ　集塵袋やフィルターの手入れをし

てから掃除すると、年間約15kwhの節約　●白熱灯を蛍光灯に

　60Ｗの白熱電灯を20Ｗの蛍光灯に替えると、ほぼ同じ明るさ

で年間約31kwhの節約(「省エネルギー便覧」より抜粋)

　乗用車の場合、１時間のアイドリング状態で
消費する燃料は0.8リットル、510ｇの二酸化炭
素を排出。10分間あたりでは0.14リットルの燃
料を消費し、90ｇの二酸化炭素を排出すること
になります。(環境省資料)
　毎日アイドリング・ストップ運動を続けるこ
とで、排出する二酸化炭素を軽減でき、地球に
優しくできるのです。
　あなたも、今日から始めませんか？

素敵です

環境気づかう

あなたの運転

アイドリング・ストップ
その効果は…
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